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町 の 人 口 

人 口 9,423人 （増31) 

男 4,502人 （増12) 

女 4,921人 （増19) 

世帯数 2,947世帯（増3) 

出生 9人 転入 42人 

死亡 3人 転出 17人 

(53年8月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（ちびっ子がんばれ・ 5 歳児による“山の音楽会，，より） 

『スポーツの秋満喫』 
さわやか空に歓声・・・ l第4回 四保育所、 

、合同体育のつどいノ 

暑さきびしかった夏もようやく終りこれからはスポーツの秋。町四保育所では第4回合 

同体育のつどいを9月17日午前9時から中学校グラウンドで行った。ちびっ子全員の準備 

体操から始まり、3歳児の「さくらんほマーチ」をはじめ、紅白リレーや棒体操と楽しい 

ゲームが続いた。中食後からは父母によるノぐパ、ママさんリレー等の競技が行われ、3.4. 

5歳児による玉入れを最後にプログラムどおリに進められた。この日は朝から夏力弘ぐリ返 

したような好天となり、園児や先生方、又声援をおくる父母の方は汗だくで頑張リ、秋の 

日を楽しんだ。 



(3) 第189号 昭和53年10月1日 け か
 

あ
 

報
 

広
 

第189号 

10
 

月
8

日
に
落
成
記
念
行
事
 

少
年
野
球
ゃ
ォ
乳
ー
戦
 

完成した総合グラウンド （野球場三塁側から写す） 

赤池町総合グラウンドカ江0月 

8日にォープンする。野球場は 

両翼92 ;、中堅120i;、緑の芝 

生力田央え、観覧席もある。陸上 

競技場は1周200仁の8コース、 

こちらも芝生が一段と美しい。 

陸上競技場は多種目利用で、ソ 

フトボールも二面とれる。 

当日は、午前9時から竣工式 

があり、このあと体協スポーツ 

少年団野球部が強豪頴田ライオ 

ンズを迎え交歓試合。さらに町 

軟式野球連盟15チームが東西に 

分れてのオールスター戦など、 

町主催の記念行事が多彩に組ま 

れている。なお、町民の利用は 

10月9日から受付ける。申込み 

は町民会館へ、詳細は同窓口で。 

これが今年の 

オーノレスター 

10 

月
8
日
、
、
総
合
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
落
成
記
 

念
行
事
に
出
場
す
る
 

町
軟
式
野
球
連
盟
の
 

東
西
オ
ー
ル
ス
タ
ー
 

選
手
が
9
月
 29 

日、 

連
盟
の
監
督
会
議
で
 

次
の
と
お
り
決
ま
っ
 

た。 

（
敬
称
略
）
 

【
東
軍
】
 

監
督
n
 

亀
谷
側
（
バ
ー
バ
ー
 

ズ） 

コ
ー
チ
廿
江
 

」

 

藤
（
役
場
O
B
）
皆
 

川
（
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
）
 

選
手
廿
上
野
、
 

山
田
（
バ
ー
バ
ー
ズ
）
久
原
、
山
本
（
 

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
）
惣
川
、
別
府
（
ス
タ
 

ー
ダ
ス
ト
）
徳
永
、
中
川
（
役
場
O
B
) 

池
田
囲
、
柳
川
（
ナ
イ
ン
ズ
）
木
村
圃
、
 

立
花
園
（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
）
清
原
、
中
・
 

本
（
オ
リ
バ
ー
ズ
）
日
野
、
伊
藤
（
フ
 

ア
ミ
リ
ー
ズ
）
 

【
西
軍
】
 

監
督
n
大
久
保
（
商
工
会
）
 

コ
ー
チ
n
白
川
聞
（
ガ
ッ
ツ
）
山
尾
（
 

役
場
）
 

選
手
u
藤
原
、
深
見
（
役
場
）
 

大
久
保
卿
、
岡
尾
、
池
田
卿
（
メ
ッ
ツ
）
 

木
村
闇
、
黒
土
一
、
水
永
圏
（
ガ
ッ
ツ
）
 

藤
田
、
水
水
働
（
B

・
ロ
ー
ズ
）
有
吉
、
 

中
野
（
商
工
会
）
坂
本
、
鶴
留
（
F

・ 

ダ
ッ
ク
ス
）
小
松
囲
、
小
源
寺
（
大
浦
 

ヤ
ン
ガ
ー
ズ
）
 

頴
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
対
戦
 

は
り
き
る
少
年
野
球
部
 
壇
、
撰
編
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ン
の
記
 

念
行
事
の
ー
つ
で
あ
る
少
年
野
球
戦
は
 

赤
池
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
が
、
 

頴
田
町
の
強
豪
少
年
チ
ー
ム
ク
ラ
イ
オ
 

ン
ズ
4

を
招
い
て
行
わ
れ
る
。
 

赤
池
チ
ー
ム
は
三
十
数
名
の
部
員
の
 

な
か
か
ら
最
強
メ
ン
バ
ー
を
組
ん
で
対
 

戦
す
る
が
、
熱
戦
が
期
待
さ
れ
、
勝
敗
 

の
ゆ
く
え
は
応
援
の
強
弱
に
左
右
さ
れ
 

そ
う
。
 稲

築

町

が

初

優

勝

 

少
年
野
球
大
会
 

I
L
 

第
四
回
赤
池
少
年
野
球
大
会
は
、
九
 

月
三
日
赤
池
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
 

わ
れ
た
。
 

参
加
チ
ー
ム
は
 

田
、
下
山
田
の
各
 

強
豪
と
地
元
赤
池
の
A

・B
の
六
チ
ー
 

ム
だ
っ
た
が
、
稲
築
町
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
 

が
初
優
勝
し
た
。
 

力投する繁永貴仁投手（対頴田戦） 

胃
 
▼
待
望
久
し
い
総
合
グ
ラ
 

三」ーープ 

ウ
ン
ド
か
十
月
八
日
に
ォ
 

」
一
。
【
6
 

1
ブ
ン
す
る
‘
さ
き
の
町
 

編

彦

 民
会
館
に
次
い
で
商
工
会
 

g

a

 館
、
こ
ん
ど
は
総
合
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
の
落
成
も
予
定
さ
れ
て
 

い
る
。
こ
う
し
た
町
民
の
文
化
セ
ン
タ
 

ー
と
し
て
、
連
帯
と
交
流
の
総
合
施
設
 

が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
、
 

ほ
ん
と
う
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
 

▼
お
も
え
ば
、
こ
の
諸
施
設
が
そ
の
威
 

容
を
誇
る
地
区
は
、
か
っ
て
は
赤
池
炭
 

鉱
の
中
心
坑
ロ
が
あ
っ
た
附
近
で
あ
る
。
 

当
時
、
よ
く
も
あ
し
く
も
、
赤
池
と
い
 

う
地
域
社
会
の
生
産
、
経
済
、
文
化
の
 

シ
ン
ボ
ル
的
施
設
の
あ
っ
た
跡
地
に
、
 

近
代
的
諸
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
わ
 

け
で
あ
る
。
往
時
を
知
る
者
、
感
慨
あ
 

っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

▼
そ
れ
は
何
も
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
懐
 

旧
の
情
や
川
筋
文
化
へ
の
回
帰
を
い
う
 

の
で
は
な
い
。
 

ク
新
し
い
酒
は
、
新
し
 

い
革
袋
に
も
る
ク
と
い
う
。
新
し
い
文
 

化
セ
ン
タ
ー
の
な
か
か
ら
は
、
町
民
の
 

新
し
い
連
帯
と
交
流
の
輪
が
生
れ
、
そ
 

こ
か
ら
、
ま
ろ
や
か
に
し
て
芳
醇
な
コ
 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
の
美
酒
が
あ
ふ
れ
 

て
こ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 

▼
そ
し
て
、
そ
の
美
酒
を
醸
成
す
る
主
 

役
も
、
甘
露
を
賞
味
す
る
主
人
も
、
そ
 

れ
は
町
民
自
身
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

昭和53年10月1日 い け か
 

あ
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広
 

11支所が逆転初優勝 

秋の器320歳ソフトボール大会 

の 

優勝ノ 坂元裕司選手（小学生） 

直
方
二
中
が
連
勝
（
離
）
 

第
 18 

回
上
野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
 

第
 18 

回
上
野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
9
月
 23 

日
、
町
役
場
前
ス
タ
ー
ト
、
 

上
野
峡
折
返
し
の
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
 

是
非
町
民
参
加
を
、
と
呼
び
か
け
た
体
協
で
は
、
小
学
生
の
一
・
五
樵
レ
ー
ス
 

に
女
子
の
参
加
を
企
画
、
初
秋
の
上
野
路
に
初
め
て
女
子
の
健
脚
が
冴
え
た
。
 

総
勢
4
百
 30 

人
が
参
加
 

【
小
学
生
男
子
】
 

（
新
赤
池
橋
→
旧
赤
 

池
橋
→
役
場
1

・5
謄
）
①
坂
元
裕
司
 

（
十
二
支
所
）
4
分
 48 

秒
②
林
塵
元
（
 

猿
田
）
4
分
 49 

秒
③
大
村
雅
三
（
五
支
 

所
）
4
分
 55 

秒
④
太
田
公
博
（
金
田
）
 

⑤
江
藤
仁
（
二
十
支
所
）
⑥
香
月
和
久
 

（
四
支
所
）
 

【
小
学
生
女
子
】
①
香
西
美
由
紀
（
木
 

1

 

②

⑦

 

屋
潜
）
5
分
 20 

秒
②
沖
ひ
ろ
み
（
八
支
 

所
）
5
分
 28 

秒
③
高
林
ゆ
か
り
（
八
支
 

所
）
5
分
 29 

秒
④
熊
谷
式
部
（
一
支
所
）
 

⑤
居
原
昌
美
（
十
二
支
所
）
⑥
柏
木
正
 

子
（
十
二
支
所
）
 

【
中
学
生
・
個
人
】
 

（
役
場
前
→
原
田
 

町
折
返
し
5
騒
）
①
只
隈
伸
也
（
霧
丘
）
 

15 

分
 48 

秒
②
木
下
哲
彦
（
緑
丘
）
③
豊
 

福
嘉
弘
（
良
山
）
 

【
中
学
団
体
】
爪
y
且
方
第
二
中
学
A
ソ
〈
 

新球場で開幕 
秋の競野球大会 

 10月15日から 

恒
例
の
三
百
二
十
 

歳
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
が
初
秋
の
9
 

月
 10 

日、 

17 

日
の
両
 

日
、
赤
池
中
G
、
大
 

浦
G
、
河
川
敷
G
の
 

三
会
場
、
四
パ
ー
ト
 

に
分
れ
て
盛
大
に
行
 

わ
れ
た
。
 

こ
の
大
会
は
数
え
 

て
 10 

回
目
。
十
七
、
 

二
十
二
支
所
、
県
営
 

伏
原
の
初
参
加
も
あ
 

っ
て
、
総
勢
 23 

チ
ー
ム
の
出
場
は
大
会
 

新
記
録
。
 

大
会
初
日
の
 10 

日
は
3
回
戦
ま
で
。
 

昨
年
か
ら
三
連
覇
の
十
四
支
所
が
闘
志
 

の
十
九
支
所
に
緒
戦
で
破
れ
る
な
ど
、
 

こ
の
日
の
空
模
様
同
様
波
乱
ず
く
め
。
 

A
パ
ー
ト
十
三
支
所
、
B
パ
ー
小
十
一
 

支
所
、
c
パ
ー
ト
十
八
支
所
、
D

パ
ー
 

ト
は
二
十
支
所
が
決
勝
へ
進
出
し
た
。
 

二
日
目
、
 
17 

日
の
決
勝
戦
は
十
一
支
 

所
対
十
八
支
所
。
5
回
ま
で
大
量
リ
ー
 

ド
さ
れ
た
十
一
支
所
が
、
中
川
選
手
の
 

逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
初
優
勝
。
 

一
昨
年
秋
か
ら
 

遠
ざ
か
っ
て
い
る
 

地
区
対
抗
軟
式
野
 

球
大
会
が
、
 
10 

月
 

15 

日、 

22 

日、 

27 

日
の
3
日
間
、
新
 

設
の
総
合
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
野
球
場
で
盛
 

ナイスキャッチノ（17支所新J」り選手） 

大
に
挙
行
さ
れ
る
。
 

こ
の
大
会
は
、
当
初
 22 

日
か
ら
開
 

催
の
予
定
で
あ
っ
た
が
h

全
日
程
を
 

新
球
場
で
消
化
し
た
い
と
の
住
民
要
 

求
か
ら
二
週
間
繰
り
あ
げ
た
も
の
。
 

錦
秋
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
体
育
行
 

事
に
、
各
地
区
と
も
ふ
る
っ
て
ご
参
 

加
を
。
監
督
会
議
は
6
日
の
予
定
。
 

中
2

で
初
段
合
格
 

見
事
、
佐
藤
幸
久
く
ん
 

ん
 

体
協
剣
・
 

く
 

部
、
誠
心
船
 

藤
 
少
年
剣
士
体
 

佐
藤
幸
久
く
ん
 

（
中
2
、
十
 

一
支
所
常
喜
さ
ん
二
男
）
が
、
8
月
 27 

日
筑
豊
工
業
高
で
行
わ
れ
た
昇
段
試
験
 

で
、
み
ご
と
初
段
に
合
格
し
た
。
 

佐
藤
く
ん
は
誠
心
館
道
場
少
年
部
の
 

リ
ー
ド
オ
フ
マ
ン
。
兄
徳
久
く
ん
も
大
 

分
塁
女
岐
高
剣
道
部
で
活
躍
し
て
い
る
。
 

の
 

留
米
良
山
中
晋
太
回
北
九
州
志
徳
中
学
 

【
高
校
】
（
役
場
前
→
上
野
峡
折
返
し
 10
 

些
 

①
二
神
隆
芳
（
九
州
工
）
 
34 

分
 19 

秒
②
 

須
永
宏
（
東
福
岡
）
③
圧
村
康
（
八
幡
 

大
付
属
）
 

【
大
学
・
一
般
】
 

（
役
場
前
→
上
野
峡
 

→
上
境
折
返
し
 10 

岬
）
①
池
部
陽
一
（
 

安
川
電
機
）
 
51 

分
 29 

秒
②
水
久
保
美
千
 

男
（
新
日
鉄
）
③
世
利
重
樹
（
九
電
工
）
 

⑩
村
上
浩
治
（
筑
豊
A
c
H
ニ
十
支
所
）
 

・

γ

・

γ

・

γ

 

郡
子
ど
も
 

ス
ポ
ー
ツ
大
 

会
 

8
月
 27 

日
、
香
春
町
で
行
わ
れ
、
男
 

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
上
野
三
、
四
区
子
 

ど
も
会
が
出
場
、
緒
戦
で
方
城
町
に
惜
 

敗
。
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
八
支
所
竹
 

の
子
子
ど
も
会
が
大
活
躍
、
決
勝
で
金
 

田
町
に
苦
杯
を
喫
し
は
し
た
が
、
健
闘
 

よ
く
準
優
勝
を
獲
得
し
た
。
 

・γ・γ・γ・γ・γ 

9
月
 

村
上
選
手
、
県
体
で
三
位
 
17 

日、 

久
留
米
市
で
行
わ
れ
た
県
体
で
、
陸
上
 

千
五
百
H
に
出
場
し
た
村
上
浩
治
選
手
 

（
二
十
支
所
）
の
鉄
脚
う
な
り
、
第
三
 

位
に
入
賞
。
ま
た
、
剣
道
の
武
末
選
手
 

（
十
】
支
所
）
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
清
 

原
（
十
八
支
所
）
、
藤
田
（
ニ
十
二
支
 

所
）
も
健
闘
し
た
。
 

15 

日、 

22 

日、 

29 

日
廿
地
区
対
抗
軟
式
 

野
球
大
会
（
総
合
G
野
球
場
で
）
 



(5） 第189号 昭和53年10月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第189号 昭和53年10月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

年
金
制
度
は
 

通
算
さ
れ
ま
す
 

現
在
、
私
た
ち
の
老
後
を
保
障
す
る
 

年
金
は
八
つ
の
年
金
制
度
に
わ
か
れ
て
 

お
り
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
な
ど
の
自
 

盛
呂
業
者
等
は
国
民
年
金
に
、
会
社
務
 

め
の
人
は
厚
生
年
金
に
、
又
、
公
務
員
 

等
は
共
済
組
合
（
退
職
年
金
）
に
、
と
 

い
う
よ
う
に
職
域
に
よ
り
加
入
す
る
年
 

金
制
度
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
か
 

ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
に
は
、
 

国
民
年
金
の
場
合
二
十
五
年
、
そ
の
他
 

の
年
金
制
度
で
は
ニ
十
年
と
い
う
長
い
 

加
入
期
間
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
国
民
 

年
金
加
入
者
が
会
社
に
務
め
る
よ
う
に
 

な
り
、
厚
生
年
金
加
入
者
に
な
っ
た
り
、
 

公
務
員
が
「
脱
サ
ラ
」
で
商
売
を
は
じ
 

め
、
国
民
年
金
加
入
者
に
な
る
な
ど
し
 

た
と
き
は
、
一
つ
の
年
金
制
度
の
加
入
 

期
間
だ
け
で
は
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
 

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
で
て
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
つ
く
ら
れ
た
の
が
「
通
算
 

年
金
通
則
法
」
と
い
う
法
律
で
す
。
 

．
 
●
 
．
 

加
入
期
問
を
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
 

九
両
連
結
の
通
算
年
金
 

ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
い
く
つ
か
の
年
 

金
制
度
加
入
期
間
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
（
 

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
を
「
通
算
す
る
 

」
と
い
い
ま
す
）
て
、
国
民
年
金
を
含
 

む
場
合
は
二
十
五
年
、
国
民
年
金
を
含
 

ま
な
い
場
合
は
二
十
年
に
な
れ
ば
年
金
 

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
 

す
。
こ
の
よ
う
に
、
ち
が
っ
た
年
金
制
 

度
の
加
入
期
間
を
通
算
す
る
こ
と
に
よ
 

り
受
け
る
年
金
を
通
算
老
齢
（
退
職
）
 

年
金
と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
 

加
入
期
間
に
応
じ
た
年
金
が
支
給
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ト 25年 

／ー厚生年金加入12年、、、レ／ー国民年金加入13年× 

こ
の
「
通
算
年
金
通
則
法
」
に
よ
り
 

ー
つ
の
年
金
制
度
だ
け
で
は
、
加
入
期
 

す。 

】‘ 20年  ・i 

ノ／共済組合9年、＼ノー厚生年金11年～× 例
 

又
、
昭
和
 

五
年
四
月
一
 

日
以
前
生
ま
 

れ
の
者
は
、
 

昭
和
三
十
六
 

年
四
月
一
日
 

以
降
の
加
入
 

期
間
（
明
治
 

四
十
四
年
四
 

月
一
日
以
前
 

生
ま
れ
は
三
 

十
六
年
四
月
 

以
前
の
期
間
 

も
）
を
通
算
 

し
て
次
表
の
 

期
間
あ
れ
ば
、
 

通
算
老
齢
（
 

退
職
）
年
金
 

を
受
け
る
資
 

格
が
と
れ
ま
 

間
不
足
で
老
齢
（
退
職
）
年
金
が
受
け
 

※
厚
生
年
金
か
ら
九
年
分
、
国
民
年
 

、

・

 

福
岡
県
展
に
4
名
入
選
す
ノ
 

ー

 

「
写
団
フ
ア
ミ
リ
ー
」
 

第
三
十
四
回
福
岡
県
美
術
展
覧
会
が
 

九
月
三
日
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
写
真
ク
ラ
ブ
（
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
 

か
ら
七
名
の
会
員
が
日
頃
の
作
画
活
動
 

の
成
果
を
と
出
品
し
ま
し
た
。
 

県
展
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
か
か
わ
 

ら
ず
見
事
、
四
名
の
入
選
が
あ
り
ま
し
 

* rTODAy」 

谷 克 粘 さん 早
 

‘
、
！
ノ
 つ

 

た。 《
県
展
入
選
者
は
次
の
と
お
り
》
 

▽
太
田
勝
正
 

「
光
彩
」
 

▽
桑
野
博
明
 

「
夜
の
校
舎
」
 

▽
早
谷
克
粘
 

「
T
o
D
A
Y
」 

▽
三
宅
嘉
一
 

「
姉
妹
」
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

/ 

あ
き
巣
・
自
転
車
盗
の
防
止
を
ノ
 

ー

全

国

防

犯

運

動

ー

 

あ
き
巣
ね
ら
い
と
自
転
車
ド
ロ
ポ
ウ
 

の
防
止
を
重
点
に
、
十
月
十
一
日
（
水
）
 

か
ら
二
十
日
（
金
）
ま
で
の
十
日
間
、
全
 

10 

月
 11 

日
5
 10 

月
 20 

日
 

国
防
犯
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

生 年 月 日 

他の公的年金制度 

と合算した期問 

国民年金 

を含む 

国民年金 

を含まず 

大正5年4月1日以前 

大5年4月2日～大6年4月1日 

大6年4月2日～大7年4月1日 

大7年4月2 日～大8年4月1日 

大8年4月2 日～大9年4月1日 

大9年4月2 日～大10年4月1日 

大10年4月2 日～大11年4月1日 

大11年4月2 日～大12年4月1日 

大12年4月2 日～大13年4月1日 

大13年4月2日～大14年4月1日 

大14年4月2 日～大15年4月1日 

大15年4月2日～昭2年4月1日 

昭2年4月2日～昭3年4月1日 

昭3年4月2日～昭4年4月1日 

昭4年4月2日～昭5年4月1日 

年
 

0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
~
 
1
 
2
 
3
 
4
 

！よ
 

1
 
1
 
1
 
1‘・I 

1
 
1
 
1よ●→ 

。
一
2
 
2
 
2
 
2
 

10年 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

例3 大正3年4月15日生まれは 

昭和36年4 月以降10年で0K 

49
 

42
 33 

1 4彦霧勿』彦誠
ドーー厚生年金9年・一→i一国民年金7 年→【 

3
6
 

彦
 

金
か
ら
七
年
分
の
通
算
老
齢
年
金
が
受
 

け
ら
れ
ま
す
。
 

【
注
意
】
 

①
国
民
年
金
の
未
納
期
間
は
通
算
 

印鑑の登録と証明の方法が変わります

＠
印
鑑
の
登
 

録
替
え
は
 

早
目
に
・
・
・
 

現
に
登
録
 

し
て
い
る
方
 

の
登
録
替
え
 

期
間
は
、
十
 

月
一
日
か
ら
 

五
十
四
年
三
 

月
三
十
一
日
 

ま
で
で
す
。
 

登
録
替
え
 

と
印
鑑
証
明
 

書
の
申
請
を
 

同
時
に
さ
れ
 

る
ケ
ー
ス
が
 

多
い
で
す
が
、
 

出
来
る
だ
け
 

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

②
厚
生
年
金
の
脱
退
手
当
金
を
受
 

け
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
は
通
算
 

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
な
ど
国
民
 

年
金
へ
の
加
入
資
格
が
「
任
意
」
 

の
人
は
、
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
 

期
間
も
通
算
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

但
し
、
年
金
額
の
計
算
対
象
に
は
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
支
給
 

開
始
は
 

。 

o
共
済
組
合
加
入
期
間
分
は
 60 

歳
 

o
厘
正
」
」
年
金
加
入
期
間
分
は
 60 

歳
 

〇
国
民
年
金
加
入
期
間
分
は
 65 

歳
 

、
ら
で
す
。
 

馬
田
 

、フr カ
 

A
ロけ 

任
の
 

（什 
ま
十
 

＠
大
 誉

 

本
人
 

法
が
 

①
遭
 

Q

旦 

分
郭
 

も
の
 

③
未
 

人
の
 

＠
平
 ］

に
登
録
替
え
だ
け
済
ま
さ
れ
る
よ
 

に
」
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

・
お
、
代
理
人
が
切
替
え
に
来
る
場
 

？、
 

「
代
理
権
授
与
通
知
書
」
等
委
 

『
旨
を
証
す
る
書
面
が
必
要
で
す
。
 

『
理
権
授
与
通
知
書
は
役
場
に
あ
り
 

？
。
）
 

T人
の
確
認
を
は
っ
き
り
 

」
録
は
、
本
人
申
請
が
原
則
で
す
。
 

（
と
確
認
す
る
方
法
と
し
て
次
の
方
 

『
あ
り
ま
す
。
 

一
転
免
許
書
 

］
公
署
発
行
の
許
可
証
も
し
く
は
身
 

一
明
書
（
写
真
付
プ
レ
ス
印
の
あ
る
 

I 
。
 
）
 

”
池
町
内
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
 

？
保
証
書
 

‘
日
切
替
え
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
 

。

 

J
 

『。Q 

昭
和
 53 

年
度
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
日
程
表
 

20B⑥ 
1
9
B
困 1

8
B
困 1

7
B
因 

16B⑨ 13B⑨ 
1
2
B
困 1

1
B
困 

10日 

10ー15 10ー15 10ー15 13ー15 10ーis2 13ー15 10~12 IS105 10ー15 13ーIss 'so12
時
 
間
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
保
育
所
 

上
野
保
育
所
 

中
町
南
町
団
地
 

集
ム
云
所
 

町
営
伏
原
団
地
 

集
会
所
 

大
久
保
 

（
大
久
保
サ
カ
キ
皇
 nrJ
 

大
浦
共
同
 

作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
 

三
区
公
民
館
 

八
区
 

（
立
花
利
光
氏
宅
前
）
 

草
場
集
会
所
前
 

場
 

所
 

料
金
 
無
料
 

昭
和
 53 

年
度
（
秋
期
）
 

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表
 

9
B
⑨
 

6
B
⑨
 

5
B
困
 

10日 

IS315 10~12 13ー15 11~12 
畑
ー
脚
 

13ー15 
ii 9:30 

I 
10:30 

時
 
間
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
駅
前
公
園
 

赤
池
商
事
 

八
区
 

（
立
花
利
光
氏
宅
前
〕
 

草
場
集
会
所
 

四
区
公
民
館
 

大
浦
共
同
 

作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
 

場
 

所
 

※
登
録
代
金
 
三
〇
〇
円
 

注
射
代
金
 
八
五
〇
円
 

9
 

⑨ 
め
に
 

勤
務
の
都
合
等
で
平
日
に
印
鑑
登
録
 

の
切
替
え
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
 

左
記
の
日
時
に
切
替
え
を
致
し
ま
す
の
 

で
、
な
る
べ
く
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。
 

十
月
八
日
、
十
五
日
、
二
十
二
日
、
一
一
 

十
九
日
の
日
曜
日
午
前
八
時
半
か
ら
午
 

後
四
時
半
ま
で
。
 

現
在
登
録
し
て
い
る
印
鑑
を
お
持
ち
 

下
さ
い
。
不
適
合
印
鑑
な
の
で
新
し
く
 

作
リ
替
え
た
場
合
は
、
一
新
し
い
印
鑑
と
 

古
い
印
鑑
を
お
持
ち
下
さ
い
。
 

⑥
印
鑑
登
録
証
は
大
切
に
 

印
鑑
証
明
書
が
必
要
な
時
は
、
登
録
 

、
証
（
手
帳
）
を
お
持
ち
下
さ
い
。
 

登
録
証
が
な
い
と
証
明
書
の
発
行
が
 

出
来
ま
せ
ん
の
で
必
ず
登
録
証
を
持
参
 

下
さ
い
。
 

役
場
住
民
課
 

o
必
ず
カ
ギ
と
声
か
け
を
 

あ
き
巣
の
被
害
原
因
の
半
数
は
玄
関
、
 

勝
手
ロ
、
窓
な
ど
の
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
、
 

開
け
放
し
、
カ
ギ
な
し
な
ど
、
戸
締
り
 

不
＋
分
が
原
因
で
す
。
ち
ょ
っ
と
の
間
 

で
も
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
必
ず
カ
 

ギ
を
か
け
、
隣
近
所
に
ひ
と
声
か
け
て
 

留
守
を
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

o
カ
ギ
は
二
重
に
 

ガ
ラ
ス
を
破
っ
て
侵
入
す
る
・
ク
ガ
ラ
 

ス
破
り
ク
が
増
え
て
い
ま
す
。
戸
や
窓
 

に
は
ー
つ
の
カ
ギ
よ
り
ニ
つ
の
」
カ
ギ
で
 

戸
締
り
を
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

o
留
守
と
わ
か
ら
な
い
工
夫
を
…
》
・
・
 

二
、
三
日
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
 

新
聞
や
郵
便
物
な
ど
の
取
り
入
れ
を
隣
 

近
所
に
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

o
通
帳
と
印
か
ん
は
別
々
に
 

大
金
は
自
宅
に
置
か
な
い
よ
う
に
、
 

ま
た
預
金
通
帳
と
印
か
ん
は
別
々
に
保
 

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

o
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
カ
ギ
か
け
を
・
・
・
 

〈
・
被
害
自
転
車
の
ほ
と
ん
ど
は
無
施
錠
 

自
転
車
の
路
上
放
置
で
す
。
ち
ょ
っ
と
 

の
間
で
も
自
転
車
を
置
く
と
き
は
必
ず
 

カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

o
記
名
と
防
犯
登
録
を
 

被
害
自
転
車
の
な
か
に
は
乗
り
捨
て
 

ら
れ
警
察
に
届
け
ら
れ
て
い
る
の
も
あ
 

り
ま
す
が
、
登
録
や
記
名
が
な
い
た
め
 

被
害
者
に
返
せ
ず
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
 

い
る
の
が
あ
り
ま
す
。
自
転
車
に
は
防
 

犯
登
録
や
車
体
に
記
名
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
記
名
シ
ー
ル
の
効
果
 

●
記
名
シ
ー
ル
の
記
名
に
よ
り
犯
人
に
 

心
理
的
ブ
レ
ー
キ
を
与
え
、
自
転
車
 

盗
の
防
止
に
な
り
ま
す
。
 

●
所
有
者
の
確
認
が
容
易
で
、
被
害
、
 

遺
失
自
転
車
の
回
復
が
早
期
に
で
き
 

ま
す
。
 

●
記
名
シ
ー
ル
は
ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
を
 

併
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
夜
間
の
 

交
通
事
故
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

⑨
価
格
 

大
小
と
も
一
枚
二
十
円
 

※
お
申
込
み
 
田
川
防
犯
協
会
ま
で
 


